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 2月24日(日)午前10時から市民センターにおいて、

福祉推進部会主催，人材・情報バンクセンター企画

運営によるボランティア講演会「ストリート・クリーンマ

ンがやってくる！」を開催いたしました。多数の方に

ご参加いただき、誠にありがとうございました。 

 講師には、NPO法人 一心一(いっしんよこいち)の

理事長加藤壮章さんをお迎えし、第一部で「一歩踏

み出す勇気」と題して、自らの経験をもとにボランティ

ア活動で得られる喜びや人々とのつながり、感謝と

思いやりなどの気づきについてご講演いただきまし

た。この中で、ディズニーランド仕込みの清掃パ

フォーマンスの披露やこれを活かした清掃ボランティ 
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４月からまちづくりの制度が変わります！ 

   「地域経営会議」から「郷土づくり推進会議」へ 

http://fujisawa-katase.ecom-plat.jp 

ディズニーランド仕込みの 
清掃パフォーマンスで魅了！ 

《編集後記》 
 片瀬・江の島まちづくり協議会の活動の根幹となる
市の制度が、地域経営会議から郷土づくり推進会議
へと変わるこの節目に、当協議会を代表して、これまで
の活動へのご理解とご協力に感謝申し上げます。 
 活動当初は、先日の福祉推進部会主催ボランティ
ア講演会のメインテーマでもあり、加藤講師が参加者
へ伝えた「最初の一歩を踏み出す勇気」というメッセー
ジがありますが、当まちづくり協議会の私を含む各委員
もまさにそのような大きな勇気を奮った気持ちでのスター
トだったと鮮明に記憶しています。そういった意味では、
まちづくり計画の策定や事業として位置づけするにあ
たっての様々な点で大変な苦労があり、ようやくここまで 

 市では、市長が各地区の地域経営会議を訪問し、

地域経営会議のあり方について意見交換を行わせ

ていただくとともに、アンケート等のご意見も踏まえた

うえで、地域経営会議の位置づけや名称，市との役

割・責任分担，既存の地域団体との関係及び新総合

計画の取り組みなど、地域経営会議に係る諸課題を

解消する必要性等から見直しを行ってまいりました。 

 その結果、藤沢市独自の市民参画の仕組みを継

続していく必要性や、これまでの地域経営会議の活

動の成果とその取り組みの継続の必要性及び新総

合計画事業の見直しの必要性等から、各地区の地

域経営会議の活動を継承することとして、平成25年 

片瀬市民センターからのお知らせ 

4月1日付けで、市は新たに「藤沢市郷土づくり推進

会議」を設置することといたしました。 

 片瀬地区については、新しい制度に移行しても、

『片瀬・江の島まちづくり協議会』という名称はその

まま継続して使うこととし、運営体制の見直しをより

実践的かつ効率的な内容へと図っていく方向で、ま

ちづくり協議会委員のみなさまとも協議し、まちづく

り事業の整理も併せて進めているところです。 

 新年度からの体制や取り組みについては、なるべ

く早い機会にお知らせをしてまいりたいと考えており

ます。今後とも片瀬・江の島まちづくり協議会の活動

へのご理解とご協力をお願いいたします。 

ア活動についてもご紹介があり、スタッフを含む42名

の参加者の関心を一身に集めていました。 

 第二部のグループでのトークタイムでは、参加者

が講演を聞いての感想を思い思いに語り合うことで、

お互いの気持ちを共有することができ、とても有意

義な場となりました。加藤講師も各グループのトーク

に加わり、参加者の気持ちを深め、一歩踏み出すお

手伝いをしてくださいました。 

 参加者からは、加藤さんが実体験をありのままに

話してくださり心から感動したこと、ゼロから１への最

初の一歩を踏み出す勇気は、１から10,000へ行くよ

りも大変なエネルギーが必要であること、日本一周

の旅に出たことで歩くことのできる身体があること･

当たり前のことへの感謝が初めて生まれたという言

葉の重みへの共感など、多数の声をいただきました。 

 後日談になりますが、参加された２名の方から、

『この講演で一歩踏み出す勇気をいただき、地域活

動への参加デビューを果たしました。』という嬉しい

ご連絡をいただきました。 

   地域清掃活動を通じて伝えたい 
    感謝と思いやりの心・・・そして 

一歩踏み出す勇気！ 

講師を囲んでの 
グループトーク 

まちづくり事業も進めてこられたという思いです。しかし、
その勇気のいる一歩を委員同士が力を合わせて踏み
出したことにより、その事業に関わる様々な方や地域団
体・市民活動団体とのつながりができ、また、それらの
方々との協働の中での事業達成の喜びやより良いまち
づくりに役立ったという満足感を得ることもできました。 
 ３カ年計画のまちづくり事業も残すところ１年ございます
ので、市の制度が変わっても引き続き当協議会としては
活動を継続してまいります。これまでと同様に、みなさま
のご理解と一層のご協力を賜りますよう、今後ともどうぞ
よろしくお願い申し上げます。 

  平成24年度  片瀬・江の島まちづくり協議会　収支会計報告書(3月29日現在見込み)
１　収入内訳 （単位：円） ２　支出内訳 （単位：円）

一 般 会 計
地域活動 拠点

施設特別 会計
合 計 一 般 会 計

地域 活動 拠点

施設 特別 会計
合 計

① ② ①＋② ① ② ①＋②

補助金等 3,989,000 2,460,000 6,449,000 事務費 207,795 46,853 254,648

地域経営会議補助金 1,788,000 0 1,788,000 通信事務費 1,860 46,853 48,713

ボランティアセンター補助金 0 1,200,000 1,200,000 消耗品費 205,935 0 205,935

安全・安心ステーション補助金 0 1,140,000 1,140,000 会議費 24,624 0 24,624

子育て支援事業補助金 0 70,000 70,000 施設管理費 0 1,857,451 1,857,451

地域まちづくり事業費補助金 661,000 0 661,000 光熱水費 0 213,719 213,719

人材･情報ﾊﾞﾝｸｾﾝﾀｰ事業委託金 1,540,000 0 1,540,000 電話料 0 33,682 33,682

地区社協補助金 0 50,000 50,000 保険料 0 50,050 50,050

寄付金 5,000 20,000 25,000 賃借料 0 1,560,000 1,560,000

前年度繰越金 74,003 120,205 194,208 事業費 3,806,380 782,934 4,589,314

雑収入 188 227,122 227,310 活動事業費 61,351 0 61,351

4,068,191 2,827,327 6,895,518 地域活動支援費 1,040,895 0 1,040,895

地区集会開催費 5,558 0 5,558

（予定） 広報活動費 452,453 0 452,453

①一般会計 地域まちづくり事業費 681,678 0 681,678

人材･情報ﾊﾞﾝｸｾﾝﾀｰ事業費 1,564,445 0 1,564,445

ボランティアセンター関係費 0 463,305 463,305

②地域活動拠点施設特別会計 安全･安心ｽﾃｰｼｮﾝ関係費 0 212,086 212,086

子育て支援関係費 0 107,543 107,543

4,038,799 2,687,238 6,726,037支出合計(B)

項　　　　　　目 項　　　　　　目

収入合計(A)

平成25年度への繰越金

　収入合計(A)4,068,191円 － 支出合計(B)4,038,799円 ＝  29,392円

　収入合計(A)2,827,327円 － 支出合計(B)2,687,238円 ＝ 140,089円

片瀬・江の島まちづくり協議会 

 会長 長谷川 紀夫 



●地域の人材や活動をつなぐ場として、 4月に人材･情報バンクセ
ンターを市民センター内へ設置。専属コーディネータ3人を配置し、
情報発信やイベント実施等を通じて、人材となる人の呼び込みや
掘り起こしを展開しました。 
《登録実績》 おねがい･団体31件,できます･団体10件,できます･
個人21件→マッチング 成立2件,調整中6件 

 
●ボランティア情報誌「らぶらぶ片瀬」を発行し 
 ました。(10月創刊,11月秋号,1月冬号) 
 
●10月の片瀬地区公民館まつり(ふれあいまつり)において、地域の
良さを発見する「らぶらぶ片瀬」イベントを実施しました。 

2012年度 片瀬・江の島 
まちづくり協議会活動報告 

公的資産活用部会 

環境美化推進部会 

福祉推進部会 

地域防災推進部会 

『笑顔であいさつ 明るい片瀬』 
あいさつ運動推進標語 最優秀賞 一般の部 畑中 松江さん 

【全体活動】 
●全体会 毎月1回(全12回)  ●役員会 毎月1回(全12回) 
●地区集会 11月17日(土)市民センターホール 参加者65名 

広報・IT部会 

●広報紙「まちづくり通信」を3回発行しました。 
 ①第5号5月10日 ②第6号12月10日 ③第7号3月31日 
 
●ポータルサイトを充実しました。 
 まちづくり活動はもとより、ふれあいまつりなど地域
の活動を取材編集し、積極的に掲載･発信してきました。 

 アクセス数200件以上／日。ぜひご覧ください。 

●ボランティア講演会 福祉推進部会主催,人材･情報バンクセンター
企画･運営により2月24日(日)開催。(詳細は第1面に掲載) 

●ボランティアセンター運営事業（数値は2012年4月～2013年2月末） 
《居場所･ひだまり》  どなたでも気軽に立ち寄れる居場所として、 
 多くの方にご利用いただきました。(利用者延べ 2,609人) 
《かたせ･にこにこ広場》  0～3歳までの乳幼児と保護者のフリース
ペース。離乳食講座やリトミック等も開催。(利用者延べ 1,083人) 
《出張にこにこ広場》  今年度から新たな 
 ふれあいスペースとして、片瀬中学校,片瀬 
 浪合市民の家,片瀬しおさいセンターで実施 
 しました。(利用者延べ 103人) 
 
●まちかど相談事業(4月～2月末) 
 子育て相談,高齢者相談,成年後見相談を 
専門家により実施しました。 
（利用者延べ 121人） 

人材･情報バンクセンター 

安全安心推進部会 
●防犯計画推進事業 
《安全･安心ステーションの運営》 登下校の児童の見守りや通行人
への声掛けなど防犯活動の拠点として運営しました。 
《こども110番の活性化》 協力者の更新や掲示物 
 の取替えのため実態調査を行い、地区防犯協会の 
 協力を得ながら掲示物の配布を実施しました。 
 
●生活道路の安全向上対策事業 
 自治町内会等から要望のあった通学道路の危険 
 個所について、現地を確認しながら必要に応じて 
 スコッチシールやカラー舗装等による安全対策を 
 実施しました。 

青少年健全育成部会 

●片瀬寺小屋事業(上記事業も含む) 
 大学生のボランティアも加わり、３日
間のサマースクールを実施しました。
(地域安全マップ作り,川名谷戸探険,
理科実験教室) 

 
●青少年ボランティア活動支援事業 
 竜の口竹灯籠のイベント等において、
地域の方と共に青少年のボランティア
が活躍する場を提供してきました。 

 
●青少年居場所事業 
 毎週金曜夜に、片瀬しおさいセンター
において青少年サポーターが青少年の
見守り声かけ等を実施してきました。 

 
●あいさつ運動推進事業 
 応募のあった７１作品の標語の中から
最優秀賞及び優秀賞６点を選考し、ふ
れあいまつりで表彰式を実施するとと
もにPRに努めました。 

地域資源活用部会 
●民俗文化財等継承事業 
《片瀬餅つき唄》  公民館との協働事業
として「伝統文化体験講座」を実施し、
諏訪神社例大祭、ふれあいまつりや地元
自治町内会の餅つき大会において日頃の
練習の成果を披露いたしました。 
《片瀬こま》  湘南たから市やふれあい
まつりにおいて体験会を実施するなど、
保存会活動を支援しました。 

 
●片瀬の自然調査･研究事業 
「片瀬の自然」を改訂版として3,000部 
増刷しました。 

 
●江の島道の整備事業 
  道標整備や案内看板設置の実施(下記ま
ちかどミニベンチ設置事業との共同実施)
するとともに、将来ビジョン,トータルデ
ザインを検討しました。 

●片瀬公民館運営評議会 
 公民館事業計画等の検討･進捗状況及びふれ 
 あいまつりの評議を行いました。 
 
●公的資産有効活用推進事業 
 市民の家の利用改善を提案し、片瀬浪合市民 
 の家の予約状況の確認がしやすくなりました。 
 
●地域の居場所あり方検討事業 
 地域の実情と既存施設の利用状況を考慮し、地域に必要な居場所の  
検討を行いました。 

まちづくり推進部会 

●まちかどミニベンチ設置事業(上記、江の島道の整備と一部共同) 
 土地所有者との交渉やデザインの検討等行い、4か所に設置できま
した。①片瀬小学校校庭脇(江の島道の整備で実施) ②やまかスト
ア江の島店 ③モノレール湘南江の島駅 ④片瀬3丁目緑の広場 

●環境浄化事業 
《落書き消し》 地区生活環境協議会の活
動に協力し、落書き消しに参加しました。 
《壁画》 片瀬中学校美術部の協力により
壁画を作成し、弁天橋遊歩道の地下道に
設置する準備を行いました。 

 
●緑と花いっぱい推進活動事業 
 活動団体への支援を行いました。 

http://fujisawa-katase.ecom-plat.jp 

片瀬地区自主防災連絡協議会と連携して進めました。 
●プレジャーボート対策事業 
 河川管理者である県へ要望書を提出し、境川不法係留対策協議会
の開催や係留者に対する撤去喚起の横断幕設置が実現しました。 

 
●災害等危険個所把握事業 
 危険個所を把握し、避難通路の設置を支援しました。 
 
●地区防災活動推進事業 
 地域と学校が開催した中学生防災講演会を支援しました。 

ふれあいまつりでの餅つき唄の披露 

「片瀬の自然」改訂版 

市民センターのポスト 

江の島弁天橋の花植え 

電柱にシール貼り 

片瀬浪合市民の家を現地調査 

片瀬中学校での 
にこにこ広場 

谷戸探険（ネザサ鉄砲作り） 

サポーターと交流 

あいさつ運動推進標語を表彰 

●バリアフリーの推進事業 
《湘南モノレール江の島駅》 バリアフリー化の
促進について、事業者と話し合い、エレベータ設
置等の進捗状況を調査しました。 
《郵便ポストの新設》 事業者や行政と調整を行
い、市民センター敷地に郵便ポストを設置するこ
とができました。 

●地域安全マップ事業 
 安全安心推進部会と青少年健全育成部
会の共同により、小学生を対象にした
サマースクールのプログラムの一環と
して実施し、実践的な犯罪予知能力を
身につけてもらいました。 

℡27-6771 


